
横浜港 おける 場再生 取り組む企業を募集

官民連携の取組例 ～UMIプロジェクト～ (1) 資料1‐4

横浜港におけるアマモ場再生に取り組む企業を募集
～「東京湾・海をみんなで愛するプロジェクト（通称：UMIプロ）」～

■目的 多様な主体による東京湾の再生活動の輪を拡げるため 東京湾の公共水域において ＮＰＯや■目的：多様な主体による東京湾の再生活動の輪を拡げるため、東京湾の公共水域において、ＮＰＯや
一般市民等の多様な主体と協働でアマモ場再生に取り組む企業を募集し、その活動を通して、人々の
海への理解や関心を高める。

■実施期間：平成２５年１０月～平成２６年３月末

≪活動の流れ≫≪実施イメージ≫
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官民連携の取組例 ～UMIプロジェクト～ (2) 資料1‐4

公募の結果、優れた提案のあった①一般財団法人セブン－イレブン記念財団、
②株式会社高千穂、③味の素株式会社が活動を開始 （応募順）

開放区域： 横浜港ベイサイドマリーナ近隣

実施場所

66m

66m

実施場所
2万m2

66m

100m



官民連携の取組例 ～UMIプロジェクト～ (3) 資料1‐4

活動報告・イベント

苗床つくり【高千穂】苗床つくり【味の素】

アマモメッセンジャー（１２／２５）
種まき【セブンイレブン】

東京湾大感謝祭東京湾大感謝祭
（１１／２３）


